






































































はサブテスターやColor Flicker Vision Tester　と同種の方法であるが、測定した保
因者13例すべてが正常者の成績とは重なり合わない分布を示した。このことから、正常との区
別をし得なかった保因者も、厳密な測定を行なえば、正常とは少し異なる色覚特性を持ってい
るものと推定された。
〔結　論〕
アノマロスコープの2刺激光をフリッカー法で提示し、更に背景色順応光を加える方法によ
り、（1）先天性色覚異常者は明確に分離、検出されるが、従来の方法に比し特に有利な点は兄い
だせなかった。しかし（2）遺伝的保因者の検出ははぼ100％で可能であった。このことから（3）
保因者の色覚は厳密な意味では正常とはいえないと考えられた。
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学位論文審査の結果の要旨
赤と緑のスペクトル色を混合して、黄色の単色光と同一に見えるように調整するアノマロス
コープは、色覚異常の診断に不可欠な検査法の一つとされている。従来、一般に用いられてき
た検査法は、混色光と単色光を同時に提示して、両者を比較する行き方であった。
本研究は、視野の同一部位に混色光と単色光を交互に同一時間反復提示にて、ちらつきが消
失するように調整するフリッカー法アノマロスコープの検査装置を考案し、それを用いて正常
者、先天性色覚異常者およびその保因者である母親を検査したものである。
考案された新装置は、色度の均等点を求める上で、とくに優れているとはいえないが、これ
を使うと、赤色と緑色の混合比を数段階に変えて、．各混合比ごとに混色光の明度と等しい単色
光明度を測定することができるので、等明度線を求めることが可能となった。
等明度線は一般に直線となり、各個人の特徴を2つの定数で現すことができる。正常人と先
天性第1色覚異常者および第2色覚異常について測定したところ、等明度線が明確に相違し、
2定数がはっきりと分離していた。さらにまた、第1異常保因者を正常者と区別することも可
能であった。
この装置をさらに改良して、背景に色順応光を加えることを可能ならしめ、赤色背景色を加
えて検査したところ、正常者と異常者の等明度線分離がさらに著明となり、第2異常保因者の
すべてが異常値を示すようになった。
これまで種々の検査法を用いて第1異常保因者を高率に検出できたが、第2異常保因者の検
出率はたかだか60～80％であった。第2異常保因者を今回はじめてはぼ100％検出できたわ
けで、保因者の色覚が厳密な意味で正常とはいえないことを示唆しており、その意義は大きい。
以上により、本論文は医学博士の論文として価値あるものと認める。
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